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[外部資金獲得状況等]

① 文部科学省科学研究費補助金 基盤B 「課題名：革新的転移抑制剤創出を見据えたp62/SQSTM液滴の病理的役割の

解明」2024〜2027年（代表）

② 文部科学省科学研究費補助金 挑戦的研究(萌芽) 「課題名：非典型的細胞死パータナトスを基盤とした新規神経変性

疾患治療戦略の構築」2025〜2027年（代表）

③ 文部科学省科学研究費補助金 基盤B 「課題名：敗血症治療薬創出を見据えた自然免疫応答増幅因子LINCRの生理的

病理的役割の解明」2021〜2023年（代表）


